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人権出前教室

五条人権擁護委員協議会中吉野部会による人権出前教室が、天川幼稚園で開催されました。
当日は天川幼稚園・黒滝幼稚園のふれあい交流会も開催され、ひと際にぎやかでした。
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　このたび、「ふるさと復興協力隊」の２人目の隊員として松丸誠さんが選任され、６月24日から天
川村に着任されました。
　＊松丸　誠　（まつまる　まこと）さん
　東京都出身で海外で20年近く生活されていました。
　県の非常勤嘱託職員として、今後は地域政策課にて週４日の勤務となります。天川村の村内各所を
巡り、外から見た新鮮な目線で、イベント・観光ポイント・生活・民族・風習・文化など見聞きした
ものを積極的に広報し、各種情報発信を中心にお手伝いや活動をしていただきます。
　みなさんの地域にもおじゃましますので、その際はどうかお気軽にお声掛けいただき、ご協力の程
よろしくお願い致します。

自己紹介
　初めまして。この度６月24日よりご縁があって、「ふるさと復興支援
協力隊」として拝職致しました、松丸と申します。
　志望の動機と致しましては、2005年に初めて天川村に訪れてから、素
晴らしい自然に感銘を受け、村の人々の優しさに触れ、天河大弁財天
社、天川村にご縁を感じておりました。
　この度、オーストラリアでの20年近い海外生活から日本帰国を希望し
て、ここ天川村に移住する事を決意した次第でございます。
　これからの新しい未来を感じる生活を、ここ天川で実現させていき、
村民の皆様のお役に立てるよう、日々精進する所存でございます。
　何卒、宜しくお願い申し上げます。

　６月19日、役場村長室において自衛官募集相
談員の委嘱式が行われました。村では川合の
森田倉造氏が再任され、自衛隊奈良地方協力本
部長と村長より委嘱状が手渡されました。引き
続き森田氏には、自衛官志望の若者に自衛官に
なるにあたっての心構えや助言をして心の支え
になっていただき、これからの２年間村民と自
衛隊の架け橋となり自衛官の募集活動にご尽力
していただくことになりました。

２人目の天川村ふるさと復興協力隊員が赴任！

自衛官募集相談員に森田氏を再任
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　みなさんが行政に対し日頃感じておられる種々の疑問、要
望等にお応えし行政の民主的運営に役立てるため巡回行政相
談所を開設します。国や県、役場の仕事について、「わから
ない」「困っている」ということがありましたら、お気軽に
ご相談下さい。なお、相談は無料で秘密は厳守いたします。

日　　　　時：平成25年８月20日（火）
　　　　　　　午後１時30分〜４時
相 談 場 所：塩野地区集会所
行政相談委員：中村　猛

　社会を明るくする運動の強調月間である７月を目前に
控えた６月27日、天川村山村開発センターにおいて第
63回社会を明るくする運動天川村推進委員会を開催し
たところ多数関係機関の方々に参加いただき、啓発を中
心とした今年の活動計画について協議を行いました。
　また、中吉野警察署の池口課長（生活安全課）より、
最近の奈良県内及び中吉野警察署管内の犯罪情勢を踏ま
えた講話をいただきました。

　７月１日午後１時から、森本保護司、上西保護司、澤
田警部補（川合駐在所）、水谷巡査長（洞川駐在所）と

役場事務局により啓発車と
パトカーで村内全域をパレ
ードし、犯罪や非行の防止
に対する理解と協力につい
て地域の方々に呼びかけを
行いました。

天川村推進委員会

村内全域啓発パレード

あなたの声を！巡回行政相談所を開設します

〜第63回社会を明るくする運動〜
『防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り』
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奈良県老人クラブ連合会会長　老人クラブ育成功労者表彰
　平成25年７月６日(土)　奈良県社会福祉総合センターに於いて、奈良県老人クラブ連合会50周年
記念大会が開催されました、式典の中で奈良県老人クラブ連合会会長より、天川村老人クラブ連合会
の長きに亘る役員任期中の顕著な功績が認められ、梶本成一氏(和田)、菊谷キクエ氏(洞川)、赤井公
子氏(沖金)の３名が老人クラブ育成功労者表彰を受賞されました。

　６月15日（土）大淀町大前梨果園農場にて、中吉野交通対策協議会主催の「交通安全事故ナシ
（梨）作戦」（文字入れ）が実施され、天川村からは、天川村交通安全協会、天川村交通安全母の会
の方々が参加しました。
　直径3ｃｍほどの小さな実にアイスピックで「安全運転」などの標語を刻みました。秋にはこの日
書いた文字が茶色く浮かび上がるので、９月の交通安全期間中に「交通安全事故ナシ」の願いを込め
て、歩行者やドライバーに配られます。

梶本成一さん（和田） 菊谷キクエさん（洞川） 赤井公子さん（沖金）

「交通安全事故ナシ（梨）作戦」（文字入れ）が実施されました

奈良県老人クラブ連合会50周年記念大会
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　台風など大雨の際「危ないな」と感じたら安全な
場所（避難所など）へ避難することが大切です。
　では、どのような状況になった際に避難をすべき
なのか・・・今年は、災害の際に自らの命を守る
「避難を始める基準」について、昨年に作成した各
地域ごとの現地調査の結果をもとに、地域の方々と
一緒に検討したいと考えています。

　気象庁では、激しい大雨や地震などにより重大
な災害の起こるおそれがある時に従来の警報に加
えて特別警報を発表します。
　特別警報が発表された場合、数十年に一度しか
ないような非常に危険な状況にありますので、屋
外の状況や避難指示・勧告等に留意し、ただちに
命を守るための行動をとってください。

◎ 詳しくは気象庁ＨＰで
　http://www.jma.go.jp

　平成23年９月の台風12号災害からまもなく２年が経過します。未曾有の甚大な被害をもたらした
災害でしたが、私たちにいろいろなことを気付かせてくれたと振り返ります。
　現在まさに復旧復興の最中でありますが、次回９月号の「広報てんかわ」で復旧復興対策の状況に
ついて特集記事を掲載する予定です。

防災 てんかわ
第14回
◇◇ 避難を始める基準 ◇◇

避難を始める基準づくり

特別警報の運用が始まります（気象庁）

　今年も台風シーズンに入りますが、大雨が降る中での避難は大変危険ですので、早めの避難
を心がけてください。
　また、戸別受信機（防災無線）の電池の交換（概ね１年を目途）や非常持出袋の内容品の確
認も忘れずにしておきましょう。

台風12号災害から２年が経過します
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　村では、平成23年９月発生の紀伊半島大水害からの復興特別対策として、このたび「天川むらづ
くり助成金交付事業」を創設しました。
　この事業は、復興特別対策として平成25〜26年度の２ケ年の期間限定で、観光振興や若者定住・
環境保全活動・地域活性化の取り組みに対し、住民がお互いの特性や能力を発揮しながら共通の目的
のために連携し、実施する団体等に対し、村が助成するものです。
　＊主な助成対象事業としては、
　　（１）新規イベントやシンポジウムの開催など
　　（２）共同による土産開発や名物料理作成・研修会の実施など
　　（３）新規起業取組や若者受入など定住・空き家対策など
　　（４）環境保全活動や資料収集など
　　（５）伝統行事の復活や復興の取組など
　＊�助成の対象となる団体等は、村民及び村内で活動等の拠点を有し、責任をもって事業を履行でき

る団体です。
　＊助成額は、補助対象経費の10分の８以内で、限度額が20万円です。
　この事業の助成を希望される方は、地域政策課（☎63−0321）にお問い合わせ下さい。

　洞川エコミュージアムセンター自然観察会「名人に入門！アメノウオを釣ってみる」を、７月６日
（土）に和田地区にあります管理釣り場「天川フィッシングセンター」で開催しました。
　参加者全員が渓流釣り未経験ということもあり、最初のうちは魚に針を飲み込まれたり、根掛かり
したりと大変でしたが、講師の大西房次先生の指導により少しずつ上達し、お昼前には皆さんアメノ
ウオの引きに上手に竿を合わし、釣りを楽しんでいました。

天川村づくり助成金交付事業について

洞川エコミュージアムセンター自然観察会開催結果について
「名人に入門！アメノウオを釣ってみる」
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１．森林の土地所有者となった方は届出が必要です
　平成23年４月の森林法改正により、平成24年４月１日以降、新たに森林の土地の所有者となった
方は市役所・町村役場への事後の届出が義務付けられました。新しく森林の所有者となられたら方
は、届出が必要となります。
　これは、行政が森林所有者に対し森林の整備等に関する助言を行ったり、事業体が間伐等をする場
合に効率的に森林整備ができるよう、森林の土地の所有者の把握を進めるためです。

２．届出対象
　◆届出対象者
　個人・法人を問わず、売買や相続等により森林の土地を新たに取得した方は、届出をしなければな
りません。ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約の届出を提出した方については、届出は不
要です。

　◆届出対象区域
　届出が必要な区域は、「地域森林計画」の対象となっている森林です。
　※�地域森林計画対象森林については、市役所、町村役場、県庁（林業振興課）又は県の出先機関

（振興局林務課）で確認することができます。

３．届出時期
　所有者となった日から90日以内に、取得した土地がある都道府県知事・市町村長に届出を行いま
す。相続の場合、財産分割がされていない場合でも、相続開始の日から90日以内に、法定相続人の
共有物として届出をする必要があります。

４．届出先・届出内容
　届出先は、取得した土地が所在する市役所・町村役場（林務担当窓口）です。
　天川村は担当窓口より届出書の様式をお渡しします。
　届出書には、新たな所有者と前所有者の住所氏名、所有者となった年月日、所有権移転の原因、土
地の住所・面積とともに、土地の用途等を記載します。
　添付書類として、登記事項証明書（写し可）又は土地売買契約書など権利を取得したことが分かる
書類の写し、土地の位置を示す図面が必要です。

※詳しくは、産業建設課・農林グループ（☎63−0321　内線132）までお問い合わせください。

森林の土地の所有者となった旨の届出制度について



�

　選挙人名簿　参議院議員通常選挙における選挙時登録（平成25年７月３日）

　平成25年７月３日役場会議室において選挙管理委員会が開催され、選挙人名簿の選挙時登録が行
われました。
　今回の選挙時登録による選挙人名簿者数は次の表のとおりです。

　第23回参議院議員通常選挙の投票が７月21日に村内８ヵ所の投票所で行われ、午後８時より山村
開発センターにおいて即日開票されました。開票結果については下記のとおりです。

男 女 合計
25. ６. ２ の選挙人名簿登録者数（定時登録） 678 789 1,467
名簿抹消者数 ６ ６ 12
名簿登録者数 ７ ３ 10
25. ７. ３ の選挙人名簿登録者数 679 786 1,465

  選挙区選出議員選挙
◆ 当日有権者数	 1,458人
◆ 投票総数	 950票
◆ 投票率	 65.16％
◆ 有効投票	 881票
◆ 無効投票	 69票

◆ 候補者別得票数（届出順）
　　田中たかこ	 18票
　　大西たかのり	 292票
　　谷川かずひろ	 39票
　　堀井いわお	 532票

  比例代表選出議員選挙
◆ 当日有権者数	 1,458人
◆ 投票総数	 950票
◆ 投票率	 65.16％
◆ 有効投票	 887票
◆ 無効投票	 63票

◆ 参議院名簿届出政党等の得票数
　　みんなの党	 16票
　　民主党	 130票
　　新党大地	 3票
　　社会民主党	 5票
　　生活の党	 4票
　　みどりの風	 2票
　　自由民主党	 499票
　　日本共産党	 23票
　　公明党	 114票
　　緑の党グリーンズジャパン	 18票
　　日本維新の会	 69票
　　幸福実現党	 3票
　※ 按分票は整数値のみ記載しています

選挙人名簿の登録について

平成25年7月21日執行　参議院議員通常選挙の開票結果
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　県民の皆様に親しまれております奈良県民手帳の2014年版（平成26年）の予約受付をいたしま
す。表紙は県章の色である すほう色及び黒色の２種類から選んでいただけます。
　希望される方はお早めに御予約下さい。

価　格
　一冊　500円（10月に発売を予定しています）
お申し込み方法
　�・各地区ごとに、購入希望を取りまとめて一括して購入していた
だいております。
　�・希望される方は氏名・申込冊数・表紙の色を、８月26日（月）
までに各大字区長、洞川各町総代、または地域政策課までお申し
込み下さい。
　※締め切り厳守でお願いします
お問い合わせ
　地域政策課　☎63−0321（内線152）

▼試験・受験講習日時及び試験場所
　　受験講習日（希望者のみ）：平成25年10月30日（水）
　　時間：午後１時～午後４時
　　場所：かしはら万葉ホール（橿原市小房町11番５号）

　　試験日：平成25年11月６日（水）
　　時間：午後２時～午後４時
　　場所：かしはら万葉ホール（橿原市小房町11番５号）

▼申込受付
　　受付場所・・・産業建設課
　　受付期間・・・平成25年８月26日（月）～９月６日（金）まで
　　　　　　　　（但し、土・日は除く）
　　受付時間・・・午前９時～午後４時

※　試験実施要綱・申込用紙は役場にありますので、必要な方は産業建設課まで

お問い合わせ　産業建設課　☎63−0321（内線131）

平成25年度　奈良県下水道排水設備工事責任技術者
資格認定共通試験・受験講習が実施されます
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　乳がんの個別検診の受付を実施しています。受診を希望される人は、ほほえみポート天川内健康福祉課
（☎63−9110）までお申込み下さい。
○受診対象：天川村に住民票をおく、40歳以上の女性
　　　　　　※受診回数は２年に１度とされています。
　　　　　　　昨年受診された方は今年度受けることができません。
○受診病院：町立大淀病院、鎌田医院田園診療所（五條市）
　　　　　　※今年度より、鎌田医院田園診療所での受診も可能になりました。
　　　　　　※受診を希望される病院に各個人でご予約の上、受診ください。
○個人負担金：1,500円
○申込み方法：ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。受診券を発行します。
○申込み受付期間：平成26年２月28日まで
　　　　　　※�また、日ごろの自己検診が乳がんの早期発見にはとても重要です。正しい方法を理解し、日

ごろから実施するよう心がけてください。
　　　　　　※自己検診の方法についてのパンフレットをご希望の方はほほえみポート天川までご連絡ください。

　子宮がん個別検診の受付を行っています。この検診は、各医療機関での受診となります。子宮がん検診
（集団）に体調不良などで受診できなかった人も、この機会にぜひ受診ください。詳しくは、ほほえみポー
ト天川内健康福祉課（☎63−9110）までお問い合わせください。
○受診対象：天川村に住民票をおく、20歳以上の女性。
○受診病院：奈良県下で子宮がん（婦人科）検診を実施している医療機関
　　　　　（個人でご予約の上、受診してください。）
○個人負担：2,000円
○申込み方法：ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。
　　　　　　　受診券を発行します。
○申込み受付期間：平成26年２月28日まで
　　下記の生年月日に当てはまる方は平成25年度の個人負担が無料となります。
　　この機会に是非受診して下さい。

健康診査の結果について

乳がん個別検診のご案内

子宮がん個別検診のご案内

乳がん検診
40歳　昭和47年４月２日〜昭和48年４月１日
45歳　昭和42年４月２日〜昭和43年４月１日
50歳　昭和37年４月２日〜昭和38年４月１日
55歳　昭和32年４月２日〜昭和33年４月１日
60歳　昭和27年４月２日〜昭和28年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成４年４月２日〜平成５年４月１日
25歳　昭和62年４月２日〜昭和63年４月１日
30歳　昭和57年４月２日〜昭和58年４月１日
35歳　昭和52年４月２日〜昭和53年４月１日
40歳　昭和47年４月２日〜昭和48年４月１日

　５月から６月にかけて実施した各種健（検）診の結果は、いかがでしたか？
　必ず結果通知をご確認いただき、適切な対応をしていただきますようお願いします。
　特に、精密検査と判定された方は必ず医療機関を受診するようにして下さい。
　又、この機会に普段の生活習慣について振り返ってみてください。
　結果についてわからないこと等がありましたら、下記までお気軽にご連絡ください。
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国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　８月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　８月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 １	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）	 リハビリ相談会	 不　燃

	 ２	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 ３	 土	

	 ４	 日	

	 ５	 月	 診　　察	 診　　察	 予防接種（日本脳炎Ⅱ期）	 燃　焼

	 ６	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 ７	 水	 診　　察	 診　　察	 予防接種（日本脳炎Ⅱ期）	

	 ８	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源２

	 ９	 金	 診　　察	 診　　察	 予防接種（日本脳炎Ⅱ期）	 燃　焼

	 10	 土	

	 11	 日	

	 12	 月	 診　　察	 診　　察	 予防接種（日本脳炎Ⅱ期）	 燃　焼

	 13	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 14	 水	 診　　察	 診　　察	 予防接種（日本脳炎Ⅱ期）	

	 15	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）		  不　燃

（予約）
粗　大

（予約）
粗　大

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　８月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　８月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 金	 診　　察	 診　　察	 予防接種（日本脳炎Ⅱ期）	 燃　焼

	 17	 土	

	 18	 日	

	 19	 月	 診　　察	 診　　察	 心の健康相談	 燃　焼

	 20	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 21	 水	 診　　察	 診　　察	

	 22	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源２	

	 23	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 24	 土	

	 25	 日	

	 26	 月	 休　　　　　診			   燃　焼

	 27	 火	 休　　　　　診			   資源１

	 28	 水	 休　　　　　診		

	 29	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  不　燃

	 30	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 31	 土	

（予約）
粗　大

見える所に貼り、ご活用下さい。

（予約）
粗　大

歯科健診
発達相談会
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検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせず
不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、予約
制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　介護をされておられる方を対象に、理学療法士によるリハビリ相談会を開催します。ご家族の介護をされ
ておられる方の動作介助（立ち上がり、歩行、着替え等）のお悩み、補助具の選び方や正しい使い方等につ
いて、理学療法士の先生に直接ご相談いただけます。　利用を希望される方は、ほほえみポート天川までお
気軽にご連絡ください。　詳しくご案内させて頂きます。
日程：８月１日（木）
場所：ほほえみポート天川　２階　機能訓練室
※ご利用には、事前のお申し込み、提出いただく書類等が必要ですので、
　必ずご連絡くださいますようお願い致します。

　ほほえみポート天川では、お子様向け絵本の貸し出しを行っていまいます。蔵書
はまだ少数ですが、お子様の読み聞かせにぜひご活用ください。
　夏の元気な太陽のしたでおもいっきり遊んだり、お部屋でゆっくり絵本タイムを
楽しんだり、お子様と一緒にいろいろな時間を過ごして、夏の思い出をたくさん作
ってくださいね♪

　下記の日程で、歯科健診を実施します。対象となるご家庭には別途個人通知致し
ますので、必ずお越しください。

　≪持ち物≫　母子手帳・普段使用されている歯ブラシ・タオル

　お子様のしつけや発達などについての相談会を開催します。
　相談は無料で、臨床心理士との個別相談となっておりますので、予約制です。また、定員に達し次第受付
を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

心の健康相談会のご案内

リハビリ相談のご案内

「うさちゃんぶんこ」のご案内

歯科健診のご案内

発達相談のご案内

日　　程 受付時間 場　　所

８月30日（金） 午後１時00分〜午後１時20分 ほほえみポート天川　２階

日　　程 場　　所

８月30日（金） ほほえみポート天川

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　８月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　８月の予定表

開催日：８月19日（月）　　　　　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談　（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）
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　平成25年７月１日から専業主婦（※）の年金が改正され、会社員の夫が退職した際など
に年金の切り替えの手続きが遅れたりまたは漏れていたため、保険料が未納となっている主
婦が手続きをすることにより、年金の受け取りが可能になったり、年金額を増やすことがで
きる場合があります。

「主婦年金からの切り替えの手続が２年以上遅れたことがある方は、今すぐ手続きを！」

　原則として20歳から60歳までのすべての人が「年金」に加入することになっています
が、サラリーマンの夫（第２号被保険者）に扶養されている妻（専業主婦：第３号被保険
者）は、保険料を納める必要はありません。
　ただし、夫が退職した場合や妻自身の年収が増えたときなどは、手続き（第３号被保険者
から第１号被保険者への変更手続）をして、保険料を納めなくてはなりません。
　この手続きが２年以上遅れたことがある方は、２年以上前の保険料を納付することができ
ないため、保険料の「未納期間」が発生します。
　このたび、専業主婦の年金が改正され、このような方は手続きをすることにより、「未納
期間」を「受給資格期間」に算入することができるようになりました。

（※）妻がサラリーマン、夫が専業主婦の場合も同様です。

○�手続きをすることにより、無年金や年金の減額を防ぐことができます。また、老齢年金だ
けではなく、万一の時の障害年金などの受給権の確保にもつながります。

○保険料納付で年金額アップ！
　�手続きをすることにより、本来はさかのぼって払うことができなかった期間の保険料を納
付することができます（最大10年分）。保険料を納めることにより、年金額が増えます。
　　※�平成27年４月から保険料の納付ができるようになります。手続きをされた方に、平

成27年４月に向けて保険料納付のご案内を郵送する予定です。

○�詳しくは、国民年金保険料専用ダイヤル☎0570−011−050 またはお近くの年金事務所
へお問い合わせください。

日本年金機構・天川村

専業主婦（夫）の年金が改正されました
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　奈良県では、石綿健康リスク調査にご協力いただける方を募集しています。
　この調査は、石綿ばく露の状況の違いなどによる石綿関連所見や石綿関連疾患の発生状況の比較等
を行い、今後の健康管理のあり方を検討するための知見を収集するものです。予約制となっておりま
すので、ご協力いただける方は吉野保健所までお問い合わせ、お申込み下さい。
　対　　象：一般環境を経由した石綿ばく露の可能性があり、次に該当する方。
　　　　　　①平成元年以前に県内居住歴のある方。
　　　　　　②平成25〜26年度まで継続して調査に協力できる方。
　　　　　　③石綿健康管理手帳を取得していない方。
　　　　　　※平成22年度〜平成24年度に当調査に参加された方には、別途奈良県から案内が
　　　　　　　届きます。
　調査内容：問診、胸部Ｘ線検査（毎年１回）、ＣＴ検査
　参 加 費：無料　　※予約制
　受付期限：平成25年10月31日
　申し込み・問い合わせ先：吉野保健所　☎0747−52−0551

　夏場は食中毒の発生しやすい季節です。
　食中毒３原則を心がけて戴き、健康で清潔な生活を心がけましょう。

１．食中毒菌をつけない。
　・食品の購入時は表示（消費期限・賞味期限）をしっかり確認しましょう。
　・温度管理が必要な食品は、購入後、まっすぐ帰り、冷蔵(冷凍)保存しましょう。
　・�手洗いは食品衛生の基本です。調理前や食肉、魚、卵を取り扱った後はもちろん、調理途中でト

イレに行った後も手洗いしましょう。

２．増やさない。
　・�温度管理が必要な食品は、こまめに冷蔵庫（冷蔵：10℃以下、冷凍：−15℃以下）で保管し、

細菌の増殖を防ぎましょう。
　・冷蔵庫の詰めすぎは冷気の循環を妨げますので注意しましょう。
　・冷凍食品の解凍は、室温解凍せず、冷蔵庫の中や流水で行いましょう。
　・調理は迅速に行い、食中毒菌が増えないようにしましょう。

３．加熱する。
　・加熱調理する食品は十分(中心部の温度が75℃で１分間以上)に加熱しましょう。
　・包丁、食器、まな板等の洗浄後に、熱湯をかけると消毒効果があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年７月　　吉野保健所

「食中毒予防３原則」

第２期石綿の健康リスク調査のお願い



16

　

平
成
二
十
五
年
第
二
回
天
川
村
議
会
定
例

会
が
、
六
月
七
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま
し

た
。
会
期
に
つ
い
て
は
六
月
十
三
日
ま
で
の

七
日
間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可

決
、
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

承
認
事
項

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◇�

天
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▽�

地
方
税
法
の
改
正
に
基
づ
き
、
農
地
や
住

宅
用
地
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
、

固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
の
延
長
等

に
つ
い
て
所
要
の
見
直
し
を
図
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

◇�

天
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

地
方
税
法
の
改
正
に
基
づ
き
、
東
日
本
大

震
災
に
関
す
る
税
制
上
の
追
加
措
置
等
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

〜
予
算
に
つ
い
て
〜

◇�

平
成
二
十
四
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
七
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

一
〇
七
，
九
七
八
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
二
，
八
八
六
，
七
一
八
千
円
と
し
た
も

の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
四
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▽�

一
一
，
三
六
一
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

二
七
五
，
一
九
三
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇�

平
成
二
十
四
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

直
診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▽�

予
算
の
う
ち
「
第
一
表　

歳
入
予
算
補
正
」

に
か
か
げ
る
と
お
り
当
該
款
項
の
区
分
ご

と
の
金
額
を
補
正
し
た
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
四
年
度
天
川
村
洞
川
簡
易
水
道

事
業
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▽�

二
，
五
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

一
七
，
八
四
〇
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
四
年
度
天
川
村
栃
尾
簡
易
水
道

事
業
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▽�

一
，
〇
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

二
，
七
二
〇
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
四
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

七
，
七
七
五
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

一
二
三
，
五
六
四
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇�

平
成
二
十
四
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
▽�

六
，
七
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

六
一
，
三
八
九
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

報
告
事
項

◇�

平
成
二
十
四
年
度
天
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▽�

平
成
二
十
五
年
度
に
繰
越
し
た
事
業
に
つ

い
て
、
事
業
ご
と
に
繰
越
計
算
書
に
よ
り

報
告
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

可
決
事
項

〜
予
算
に
つ
い
て
〜

◇�

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽�

九
〇
，
五
九
四
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
三
九
四
，
二
〇
九
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◇�
平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

直
診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
に
つ
い
て

▽�

九
七
一
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

一
三
五
，
〇
四
六
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇�

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
洞
川
簡
易
水
道

事
業
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

に
つ
い
て

▽�

一
，
九
四
一
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
一
，
三
四
九
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽�

五
二
六
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
九
二
，
四
一
六
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇�

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に

つ
い
て

▽�

三
，
四
五
八
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

七
六
，
三
四
五
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

〜
そ
の
他
〜

◇�

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

▽�

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度

ま
で
の
五
年
間
で
事
業
を
実
施
す
る
に
当

た
り
、
既
定
の
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◇�

天
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

▽�

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度

ま
で
に
防
災
対
策
関
連
等
新
た
な
事
業
を

追
加
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
既
定
の

計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇�

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
の
設
立
に
関
す
る

協
議
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
▽�

平
成
十
八
年
六
月
十
四
日
に
公
布
・
施
行

さ
れ
た
「
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
す
る

法
律
」
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
組
織
法
第

三
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
の
事

平
成
二
十
五
年
第
二
回
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議会だより
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務
を
処
理
す
る
一
部
事
務
組
合
を
設
立
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
構
成
市
町
村
と
協
議

の
う
え
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇�
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
設
立
に
伴
う
中
吉

野
広
域
消
防
組
合
の
解
散
に
関
す
る
協
議

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
を
廃
し
、
新
た
に

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
が
設
立
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
の
解

散
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
、
構
成
市
町

村
と
協
議
の
う
え
定
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

◇�

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
の
解
散
に
伴
う
財

産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
関
し
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
を
廃
し
、
新
た
に

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
が
設
立
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
の
解

散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て
、
構
成
市

町
村
と
協
議
の
う
え
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

同
意
事
項

◇�

監
査
委
員
（
識
見
を
有
す
る
者
）
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

天
川
村
大
字
中
谷
一
五
三
番
地　

河
北　

和
久
氏
を
監
査
委
員
と
し
て
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問

　

最
終
日
（
十
三
日
）
に
一
般
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

◇
銭
谷
欣
吾
議
員
の
質
問

　

私
は
初
め
て
一
般
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
福
祉
の
充
実
し
た
村
、
村
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
と
い
う
の
が
私

の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
り
ま
す
。
村
長
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
村
長
に
な
ら
れ
て
か
ら
そ

れ
な
り
の
思
い
を
持
っ
て
行
政
に
携
わ
っ
て

い
て
下
さ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
こ
れ
か
ら
質
問
す
る
こ
と
に
対
し
ま

し
て
、
村
長
と
意
見
が
合
え
ば
、
私
は
村
長

と
と
も
に
天
川
村
政
に
残
る
改
革
を
進
め
て

行
き
た
い
と
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

お
手
元
に
資
料
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

質
問
事
項
の
行
政
改
革
に
お
け
る
高
齢
化
対

策
と
書
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
日
本
全
国
、
ど
こ
に
行
き
ま
し
て
も

少
子
化
・
高
齢
化
と
言
う
こ
と
が
叫
ば
れ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
も
う
四
十
年
も
す
れ

ば
高
齢
化
と
い
う
言
葉
は
、
死
語
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
や
っ
て
く
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
現
在
少
子
化
と
言
わ
れ
て
い
る
人

た
ち
の
世
代
が
訪
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
り
ま

し
て
、
非
常
に
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
く
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
皆
さ
ん
も

お
解
り
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
は

今
、
こ
の
時
に
き
ち
ん
と
し
た
こ
と
を
や
っ

て
お
か
な
い
と
、
こ
の
体
力
の
な
い
少
子
化

の
世
代
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
お
願
い
も
し
く

は
、
要
望
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い

う
歳
に
私
も
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
そ
れ

で
は
い
か
ん
。
こ
れ
こ
そ
現
在
政
治
を
担
っ

て
い
る
人
た
ち
の
、
犯
罪
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
や
れ
る
こ
と
は
必
死
に
な
っ
て
や

っ
て
い
く
。
ど
う
し
た
ら
出
来
る
の
か
。
出

来
な
い
じ
ゃ
な
く
て
、
ど
う
し
た
ら
出
来
る

の
か
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
村
の
最
重
要
課
題
も
、
そ
こ
に
も
書
い

て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
化
対
策
で
す
。

　

高
齢
化
対
策
と
い
う
の
は
、
一
つ
に
と
ら

え
た
ら
、
高
齢
化
で
す
。
行
政
が
や
っ
て
い

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

全
て
の
こ
と
が
こ
の
高
齢
化
に
直
結
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
改
革
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
改
革
と
い
う
と
、
何
か
あ

る
も
の
を
ぶ
っ
壊
し
て
、
何
か
を
す
る
の
か

と
い
う
よ
う
に
と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
一
面
も
あ
り
ま
す
。
当
然
で
す
け

ど
、
ま
た
反
面
、
現
在
進
め
て
い
る
も
の
に

対
し
て
、
良
い
も
の
に
は
肉
づ
け
を
し
て
、

将
来
に
継
続
し
て
繋
が
っ
て
い
く
も
の
を
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
っ
た
く

新
し
い
こ
と
を
打
ち
出
し
て
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

改
革
、
改
革
と
い
っ
て
も
い
ろ
ん
な
も
の

が
あ
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
対
策
の
第
一
と
し
ま
し
て
、
私
は
何

を
お
願
い
し
た
い
か
と
い
い
ま
す
と
、
先
ほ

ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
村
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
休

眠
施
設
を
活
用
し
た
老
人
施
設
の
開
設
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
や
は
り
、
現
状
は
村
外
の
い

ろ
ん
な
施
設
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
私
も

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
係

わ
る
費
用
は
、
当
事
者
だ
け
が
負
担
し
て
い

る
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
村
も
出
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
こ

れ
が
長
き
に
渡
っ
て
続
い
て
い
き
ま
す
と
非

常
な
経
費
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
そ
の
点

を
鑑
み
て
や
は
り
、
現
状
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
見
直
し
て
、
掛
か
る
経
費
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
し
て
生
み
出
す
か
と
い
う
こ
と

が
一
つ
の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

補
助
金
ば
っ
か
り
も
ら
っ
て
や
っ
て
い
く

事
業
な
ん
か
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
。
村
独
自
の
姿

勢
で
こ
う
す
る
、
あ
ー
す
る
と
い
う
こ
と
を

打
ち
出
し
て
、
県
な
り
国
に
訴
え
て
い
く
と

い
う
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
森
本
村
長
に
こ
う

い
う
こ
と
を
し
て
も
ら
っ
た
、
こ
う
い
う
こ

と
を
し
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
、
高
齢
化
対
策
の
一
環
と
し
て
老

人
施
設
の
設
立
を
お
願
い
し
た
い
。
先
ほ
ど

言
い
ま
し
た
よ
う
に
行
政
の
改
革
も
合
わ
せ

て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
人
口

は
ま
す
ま
す
減
っ
て
い
き
ま
す
。
間
違
い
な

し
に
減
り
ま
す
。
そ
の
時
に
現
在
の
体
制
で

は
た
し
て
い
い
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
現
状
の
体
制
で
ま
い
り
ま
す

と
非
常
な
経
費
が
掛
か
り
、
歳
出
が
増
え
る

ば
か
り
で
す
。
こ
の
辺
も
鑑
み
な
が
ら
、
い

ろ
ん
な
改
革
を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
じ

議会だより
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ゃ
な
い
か
な
、
こ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
村

長
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
村
長
答
弁

　

た
だ
い
ま
の
銭
谷
議
員
質
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

　

質
問
の
要
旨
に
書
い
て
い
た
だ
い
て
お
る

内
容
と
今
お
聞
き
し
た
内
容
と
若
干
違
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
答
弁
が
不
行
き
届

き
に
な
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
的
な
高
齢
化
社
会
の
時
代
に
突
入
し

て
い
る
今
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
高

齢
化
の
勢
い
は
増
し
て
ま
い
り
ま
す
。
天
川

村
で
は
、
高
齢
化
率
が
四
十
二
％
を
超
え
近

い
将
来
五
十
％
に
到
達
す
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
の
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
介
護

保
険
制
度
と
、
医
療
保
険
で
あ
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
、
こ
れ
が
柱
と
な
っ
て
、
様
々

な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

特
に
介
護
保
険
制
度
は
平
成
十
二
年
か
ら

開
始
さ
れ
、
本
年
で
、
十
三
年
目
と
な
り
ま

す
。
三
年
ご
と
の
計
画
期
間
と
い
う
こ
と

で
、
今
は
第
五
期
に
は
い
っ
て
お
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
期
第
６
期
の
計
画
で

は
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
」
を
実
現
す
る
こ
と

が
目
標
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
な
か
の

一
つ
に
認
知
症
支
援
策
の
充
実　

二
つ
目
に

医
療
と
の
連
携　

ま
た
三
つ
目
に
は
高
齢
者

の
居
住
に
係
る
施
策
と
の
連
携
、
四
つ
目
は

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
い
っ
た
重
点

的
に
取
り
組
む
事
項
を
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
て
、
計
画
に
取
り
入
れ
位
置
付
け
る
こ
と

と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
、
国
の
施
策
・
方
向
性
を
見
据

え
て
、
天
川
村
の
特
別
事
情
と
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
い
た
し
ま
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
国
や
県
の
制
度
の
枠
を
超
え
た
、
天
川

村
独
自
の
施
策
を
検
討
し
て
、
実
施
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
も
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
の
推
進
、
ま
た
居
場
所
づ
く
り
事
業
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、
サ
ロ
ン
等
の
交
流
事
業
の

実
施
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
検
討

等
々
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
や

在
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
問
題
や
、
災
害
時
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
、
今
年
か
ら
、
高
齢
者
等

の
日
常
生
活
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
向
上
を

目
的
と
し
た
高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
利
用
実
績
等
を

考
慮
し
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
国
保
診
療
所
で
は
本
年
七
月
か
ら
月
に

二
回
ぐ
ら
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
整
形
外
科

の
専
門
診
療
も
開
始
し
た
く
本
定
例
会
で
予

算
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
さ
ら
に
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
と

い
う
所
存
で
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
十

月
に
供
用
開
始
予
定
の
南
和
の
新
病
院
と

は
、
各
構
成
市
町
村
の
へ
き
地
診
療
所
と
の

直
接
的
な
連
携
が
検
討
さ
れ
て
お
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
・
民
生
委

員
・
社
会
福
祉
協
議
会
そ
し
て
、
議
会
の
先

生
方
も
含
め
、
幅
広
い
意
見
を
聞
き
、
検
討

す
る
場
を
設
け
、
村
の
包
括
的
な
施
策
に
反

映
し
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

◇
銭
谷
欣
吾
議
員
の
質
問

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
長
の
答
弁

は
私
に
と
り
ま
し
て
は
、
非
常
に
百
点
満
点

で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
何
か
森
本
色
と

い
う
も
の
が
な
い
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま

す
。

　

私
は
森
本
村
長
の
色
合
い
の
あ
る
村
づ
く

り
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
る
も
の
で

す
。
先
日
教
育
委
員
会
、
学
校
の
教
育
だ
け

だ
ま
っ
て
し
と
っ
た
ら
い
い
の
に
、
ふ
る
さ

と
留
学
と
か
い
う
提
案
を
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
要
す
る
に
教
育
委
員
会
で
も

で
す
ね
、
失
礼
で
す
が
教
育
委
員
会
で
す

ら
、
こ
れ
か
ら
の
村
を
考
え
て
こ
う
い
う
こ

と
も
せ
な
あ
か
ん
、
ど
な
い
か
せ
ん
な
い
か

ん
と
い
う
思
い
が
あ
る
わ
け
で
す
。
当
然
、

役
場
の
職
員
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
そ
う
い
う

ご
意
見
を
持
っ
て
い
る
方
も
沢
山
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
な
っ
て
、
村
民

も
行
政
も
議
会
も
三
位
が
一
体
と
な
っ
て
物

事
を
推
し
進
め
て
い
か
な
い
と
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
持
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
、
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
私
は

そ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な

改
革
を
行
政
に
だ
け
し
な
さ
い
と
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
て
、
議
会
も
や
は
り
痛
み
を

一
緒
に
分
か
ち
合
う
、
痛
み
を
伴
う
改
革
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
訳
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
私
は
、
報
酬
撤
廃
う
ん
ぬ
ん
と

言
う
と
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
聞
い
て
お
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
ま
あ
そ
れ
が
難
し
い
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
や
は
り
人
口
が
間
違
い
な
し
に

減
る
、
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
直
近
に
で
す
ね
、
議
員
の

定
数
削
減
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
、
そ
う
い
う
大
胆
な
改
革
を
し
な

が
ら
、
福
祉
の
充
実
し
た
村
、
村
民
が
安
心

し
て
生
活
出
来
る
村
づ
く
り
が
図
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
村
長
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◇
村
長
答
弁

　

先
ほ
ど
も
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
高
齢
者
を
始
め
、
障
害
者
、
社
会
福
祉

協
議
会
委
員
の
先
生
方
、
各
種
広
範
囲
な
中

で
そ
う
い
う
包
括
的
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
天
川
村
長
期
総
合
計
画
、
平
成

二
十
二
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
十
年
間
の

期
限
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
も
社
会
福
祉

等
々
、
や
っ
て
い
く
目
標
・
目
的
と
い
う
こ

と
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
も
沿
っ

て
全
て
出
来
た
ら
い
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、

全
て
が
全
て
出
来
な
い
場
合
、
一
つ
で
も
、

二
つ
で
も
、
数
多
く
実
現
出
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

議会だより
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I N F O R M A T I O N

　

第
一
期
分
の
納
期
限
は
、
９
月
２
日
（
月
）

第
二
期
分
の
納
期
限
は
、
12
月
２
日
（
月
）

で
す
。

　

第
一
期
・
第
二
期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め

て
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

　

第
二
期
分
の
、
納
付
書
は
、
納
期
限
ま
で

保
管
し
て
い
た
だ
き
納
期
限
（
12
月
２
日
）

ま
で
に
納
付
し
て
下
さ
い
。

※�

年
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、
第
一

期
分
の
納
期
に
全
額
納
付
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※�

第
一
期
分
・
第
二
期
分
ま
と
め
て
第
一
期

分
の
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
も
出

来
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
吉
野
郡
税
事
務
所

　

課
税
課　

課
税
係

　

☎
０
７
４
６―

32―

２
６
８
７

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の
通

貨
・
証
券
等
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

１
．
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら

れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

２
．
外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人
自
治
会
な

ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち

そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
心
当
た
り
の
方
は
税
関
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
ご

家
族
の
方
も
問
い
合
わ
せ
や
返
還
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

大
阪
税
関　

監
視
部　

取
締
総
括
部
門

　

〒
５
５
２―

０
０
２
２

　

大
阪
市
港
区
海
岸
通
２―

１―

４

　

☎
：
０
６
６
５―

76―

３
１
１
５

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
２
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放
送
大

学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　
出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
４
２―

20―

７
８
７
０
）
ま
で
ご
請

求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

奈
良
弁
護
士
会
で
は
、
広
く
一
般
の
方
に

法
的
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
、
無
料
で
市

民
法
律
講
座
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
左
記
の
通
り
法
律
講
座
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

９
月
14
日　

消
費
者
問
題

　

10
月
12
日　

相
続
・
遺
言

　

11
月
９
日　

交
通
事
故

　

12
月
14
日　

労
働
問
題

時
間
：
午
後
１
時
〜
３
時
ま
で

場
所
：
奈
良
弁
護
士
会
館

申�

込
：
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
希
望
講
座
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入

申
し
込
み
先
：
奈
良
弁
護
士
会

　

郵
便
番
号
：
６
３
０―

８
２
３
７

　

奈
良
市
中
筋
町
22
番
地
の
１

　

☎
：
０
７
４
２―

22―

２
０
３
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
４
２―

23―

８
３
１
９

　

消
防
本
部
で
は
、
９
月
９
日
の
救
急
の
日

に
ち
な
み
、
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

簡
単
な
講
習
を
受
講
し
て
頂
く
だ
け
で
、
心

肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
習
得
で

き
ま
す
。

日
時
：
９
月
８
日
（
日
）　

９
時
〜
12
時

場�

所
：
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
土
田
１
８
７

番
地　

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

３
階　

講
堂

対
象
年
齢
：
18
歳
以
上

　
　
　
　
　

受
講
無
料　

定
員
30
名

募
集
締
切
：
８
月
31
日
（
土
）

申�

込
方
法
：
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本

部
救
急
係
へ
電
話
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

☎
０
７
４
７―

52―

１
１
９
９

　

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
で
は
、
消

防
吏
員
採
用
試
験
を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

受�

付
期
間
：
平
成
25
年
８
月
12
日
〜
８
月
23
日

第
１
次
試
験

日�

時
：
平
成
25
年
９
月
22
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
頃
ま
で

場�

所
：
大
淀
町
立
大
淀
中
学
校
（
奈
良
県
吉

野
郡
大
淀
町
桧
垣
本
１
５
８
１
）

第
二
次
試
験

日�

時
：
平
成
25
年
10
月
27
日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら
午
後
５
時
頃
ま
で

場�

所
：
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

（
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
土
田
１
８
７
）

対
象
者
：
第
一
次
合
格
者
の
み

受
験
申
込
書
の
配
布

日�

時
：
平
成
25
年
７
月
22
日
（
月
）
か
ら

場�

所
：
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
２
階

総
務
課
（
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
土
田
１
８
７
）

お�

問
い
合
わ
せ
先

　

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　

☎
０
７
４
７―

52―

１
１
９
９

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
・
・
火
事
を
発

見
し
た
ら
す
ぐ
に
１
１
９
番

　

小
さ
な
火
な
ら
自
分
で
な
ん
と
か
し
よ
う

と
必
死
に
消
火
を
試
み
ま
す
。
し
か
し
最
後

は
手
に
負
え
な
く
な
り
、
結
果
、
山
火
事
に

な
っ
た
り
、
建
物
に
燃
え
移
っ
て
し
ま
っ
た

　
�

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

�

税
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
10
月
生
募
集
の

　

お
し
ら
せ

　

�

市
民
法
律
講
座
の
ご
案
内

　

�

救
命
講
習
会
参
加
の
お
知
ら
せ

　

消
防
吏
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

�

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お し ら せ

り
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

火
事
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
１
１
９
番

へ
通
報
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

募�

集
種
目
：
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補

生
・
航
空
学
生

受
験
資
格

◎�

一
般
曹
候
補
生
：
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

者
（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）
（
昭
和

62
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

◎�

自
衛
官
候
補
生
：
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

者
（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）
（
昭
和

62
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

◎�

航
空
学
生
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者　

高
卒
（
見
込
含
む
）
（
平
成
26
年
４
月
１
日

現
在
）
（
平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

受
付
期
間

◎�

一
般
曹
候
補
生
【
男
女
共
通
】
：
平
成
25

年
８
月
１
日
（
木
）
〜
９
月
６
日
（
金
）

◎�

自
衛
官
候
補
生
【
男
子
】
：
試
験
日
に
よ

り
締
切
日
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

自�

衛
官
候
補
生
【
女
子
】
：
平
成
25
年
８
月

１
日
（
木
）
〜
９
月
６
日
（
金
）

航�

空
学
生
： 

平
成
25
年
８
月
１
日
（
木
）

〜
９
月
６
日
（
金
）

試
験
期
間

◎�

一
般
候
補
生
：
◆
１
次
試
験
：
平
成
25
年

９
月
16
日
・
17
日
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

◆
２
次
試
験
：
平
成
25
年
10
月
５
日
〜
11

日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

◎�

自
衛
官
候
補
生
：
【
男
子
】
受
付
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
但
し
、
高
校
・
中
等
教

育
学
校
在
学
者
の
た
め
の
試
験
は
、
原
則

と
し
て
平
成
25
年
９
月
16
日
以
降
と
な
り

ま
す
。
【
女
子
】
平
成
25
年
９
月
22
日
〜

９
月
26
日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

◎�

航
空
学
生
：
◆
１
次
試
験
：
平
成
25
年
９

月
21
日
◆
２
次
試
験
：
平
成
25
年
10
月
12

日
〜
17
日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

特
色

◎�
一
般
曹
候
補
生
：
曹
と
な
る
自
衛
官
を
養

成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。
陸
・
海
・
空
の
各

部
隊
で
経
験
を
積
み
、
入
隊
後
２
年
９
ヶ

月
経
過
以
降
、
選
考
に
よ
り
曹
に
昇
任
し

ま
す
。

◎�

自
衛
官
候
補
生
：
採
用
さ
れ
る
と
自
衛
官

候
補
生
に
任
命
さ
れ
、
３
ヶ
月
後
に
２
等

陸
・
海
・
空
士
に
任
用
さ
れ
ま
す
。
陸
は
１

年
９
ヶ
月
の
任
期
制
隊
員
の
コ
ー
ス
で
す
。

継
続
任
用
も
可
能
で
、
選
抜
試
験
に
合
格
す

れ
ば
、
曹
へ
進
む
こ
と
も
出
来
ま
す
。

◎�

航
空
学
生
：
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
等
に
な
る
幹
部
自
衛
官
養
成
コ
ー

ス
で
す
。
高
校
等
卒
業
後
、
最
も
早
く
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
な
れ
ま
す
。
視
力
及
び
握
力

基
準
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

※�

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
：
〒
６
３
７―

０
０
０
４

　

�

五
條
市
今
井
五
丁
目
１―

12　

サ
ン
タ
ウ

ン
２
階　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部　

五
條
地
域
事
務
所

　

☎
：
０
７
４
７―

22―

３
７
８
９

　

奈
良
県
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
、
求
人
企

業
の
ニ
ー
ズ
、
求
職
者
の
経
験
や
将
来
の
方

向
性
を
把
握
す
る
た
め
、
求
人
求
職
者
双
方

と
面
談
し
、
互
い
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
紹
介

を
行
い
ま
す
。
求
職
者
の
ご
利
用
に
あ
た
っ

て
は
登
録
時
に
面
談
が
必
要
で
す
。
将
来
、

〟奈
良
で
働
き
た
い
〝〟地
元
で
活
躍
し
た
い
〝

そ
ん
な
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
お
電
話
を
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
無
料
職
業
紹
介
所

　

業
務
時
間
：
月
〜
金
（
９
時
〜
17
時
）

　

�

奈
良
し
ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー　

エ
ル
ト
ピ
ア

奈
良
１
階

　

奈
良
市
西
木
辻
町
93―

６

　

☎
０
７
４
２―

23―

５
７
２
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
２―

23―

５
７
５
７

　

高
田
し
ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー

　
�

大
和
高
田
市
幸
町
２―

33　

奈
良
県
産
業

会
館
３
Ｆ

　

☎
０
７
４
５―

24―

２
０
０
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
５―

24―

０
１
０
１

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
健

康
相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査

等
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談

　

�

８
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分　
　
　
　
　
　
　

◆
皮
膚
科
に
関
す
る
健
康
相
談

　

�

８
月
６
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

２
時
30
分　
　
　
　
　
　

◆
目
の
健
康
相
談

　

８
月
６
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

予
約
不
要

◆
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

　

８
月
23
日
（
金
）
午
後
３
時
〜
４
時

◆
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

　

８
月
29
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
３
時　

　

場�

所
：
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階　

県
民
健

康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら

北
へ
徒
歩
７
分
）

連
絡
先
：
〒
６
３
４―

８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５―

５―

８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４―

22―

８
５
０
２

　

鼻
に
関
す
る
講
演
会
及
び
無
料
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
※
予
約
不
要
）

日�

時
：
８
月
８
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後

４
時

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

鼻
に
関
す
る
「
講
演
会
」
と
「
無

料
相
談
」
の
案
内

　

�

奈
良
し
ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

�

自
衛
官
各
種
目
募
集
の
ご
案
内

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要
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会�

場
：
奈
良
県
中
小
企
業
会
館
（
奈
良
市
登

大
路
町
38―

１
）

内�
容
：
・
講
演
会
「
鼻
の
病
気
〜
鼻
ア
レ
ル

ギ
ー
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
な
ど
〜
」

講�

師　
奈
良
県
立
医
科
大
学　

耳
鼻
咽
喉
・

頭
頸
部
外
科
学
教
室　

教
授　

細
井　

裕

司　

先
生

・
無
料
相
談
会

連�

絡
先
：
奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽
喉
科
部
会

事
務
局

　

☎
０
７
４
４―

22―

８
５
０
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
４―

23―

７
７
９
６

対
象　
人
工
肛
門
・
膀
胱
を
持
っ
て
い
る
人

と
き
・
と
こ
ろ

　

８
月
20
日
（
火
）
奈
良
県
文
化
会
館

　

８
月
24
日
（
土
）�

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

　

時
間
は
い
ず
れ
も
、
９
時
か
ら
12
時
ま
で

で
す
。
専
門
看
護
師
、
支
部
役
員
が
対
応
し

ま
す
。

費
用
：
無
料
（
申
込
不
要
）

お
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　

奈
良
県
支
部　

三
田
村

　

☎
０
７
４
２―

49―

１
８
３
９

　

結
核
は
過
去
の
病
気
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
確
か
に
医
療
や
生
活
水
準
の
向
上
に
よ

り
、
新
た
な
患
者
数
、
死
亡
者
数
は
共
に
激

減
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
で
も
毎

年
、
２
万
２
千
人
以
上
の
新
た
な
患
者
が
発

生
し
、
２
千
人
以
上
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
結
核
は
現
代
に
な
っ
て
も
、
重
大
な

感
染
症
な
の
で
す
。

　

で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
う
つ
る
の
で
し
ょ

う
。
結
核
は
飛
沫
核（
ひ
ま
つ
か
く
）感
染（
か

ん
せ
ん
）と
い
っ
て
、
結
核
菌
の
混
ざ
っ
た

痰（
た
ん
）が
、
咳（
せ
き
）や
く
し
ゃ
み
と
一

緒
に
空
気
中
に
飛
び
散
り
、
そ
れ
を
周
り
の
人

が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
感
染
と
発
病
と
は
分
け

て
考
え
ま
し
ょ
う
。
感
染
し
て
も
一
生
発
病

し
な
い
人
、
数
十
年
し
て
発
病
す
る
人
、
感

染
し
て
そ
の
ま
ま
発
病
す
る
人
も
い
ま
す
。

感
染
し
た
人
の
抵
抗
力
と
結
核
菌
と
の
力
関

係
で
変
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

結
核
の
初
期
症
状
は
、
咳
や
痰
が
続
く
、

微
熱
が
続
く
、
体
が
だ
る
い
な
ど
風
邪
と
よ

く
似
て
い
ま
す
。
咳
や
痰
が
２
週
間
以
上
続

い
た
ら
、
注
意
が
必
要
で
す
。
症
状
が
１
ヵ

月
以
上
続
く
人
か
ら
は
25
人
に
１
人
の
割
合

で
結
核
患
者
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

結
核
は
薬
で
治
る
病
気
で
す
が
、
薬
を
き

ち
ん
と
飲
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
半
年
以
上

の
長
期
間
飲
む
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
近
年

薬
が
効
き
に
く
い
結
核
菌
の
出
現
が
問
題
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
予
防
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
生
後
１
歳
に
至
る
ま
で
の
間
に

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

（
標
準
的
な
接
種
時
期
の
目
安
は
生
後
５
〜

８
ヵ
月
）
。
ま
た
、
睡
眠
を
十
分
に
と
る
、

適
度
な
運
動
を
す
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
を
す
る
な
ど
、
抵
抗
力
を
低
下
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。
こ
れ
は

本
人
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
重
要
で

す
。
咳
や
痰
が
２
週
間
以
上
続
い
た
ら
、
結

核
を
疑
っ
て
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
県
医
師
会

　

�

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
人
へ
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

地域福祉ボランティア基金
金、100,000円

洞川　吉野　郁代  様
（亡母、豊子様ご供養として）

ありがとうございました

① ② ③ ④

地域福祉ボランティア基金
金、100,000円

洞川　丸谷　珙子  様
（亡夫、和昭様ご供養として）

ありがとうございました

　
結　
核



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●�

一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●�

郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●�

ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

幼 りよだ園稚幼 りよだ園稚

発
行

／
天

川
村

役
場

　
〒

638 -0392  奈
良

県
吉

野
郡

天
川

村
大

字
沢

谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321  FAX：
0747-63-0329　

企
画

・
編

集
／

総
務

課
 広

報
係（

内
線

123）
U

R
L：

http://w
w

w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：

tenkaw
a@

vill.tenkaw
a.lg.jp

広
報

村のうごき

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。 100
古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

平
成
25年

８
月
１
日
発
行
　
通
巻
438号

2013年
６

月
30日

現
在

（
　

）
内

は
前

月
と

の
比

較

人
口

1,638人
（

−
３

）

女861人
（

−
１

）

男777人
（

−
２

）

世
帯

数
727戸
（

−
３

）

燃焼	 32.72トン
前月比	 94.88％
前年同月	 109.60％

不燃	 2.5トン
前月比	 40.13％
前年同月比	 77.39％

資源	 7.06トン
前月比	 88.81％
前年同月	 100.0％

粗大	 2.3トン
前月比	 139.39％
前年同月比	111.11％

６月のごみ
収集状況

　幼稚園では、子ども達が小学校入学に期待をもち円滑に移行できるように、学期ごとに幼小の交流
会を実施しています。職員同士が相互理解を深めながら打合せ→交流→反省会をもち、子ども達にと
って意味のある交流になるよう心がけています。
　本年度は、大豆の苗を一緒に植え、生長を楽しみにしながら一緒に収穫する喜びを味わったり、豆
まきの時にまいたりと２月まで継続した活動に取り組みたいと思います。

幼稚園・低学年交流会

２年生が苗の植え方を
絵に描いてわかりやす
く教えてくれました。

こうやって持って
植えるんやで！

大きくな〜れ！大豆の苗は、幼稚園の隣で畑を作っている大前
房雄さんに種を蒔いて苗をたてていただきまし
た。畑も耕してもらいました。感謝です。


